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一体
宗
純
の
林
和
靖
賛
に
つ
い
て

序

大
徳
寺
真
珠
庵
に
、　
コ

休
綸
帰
脳
こ

と
称
さ
れ
る
、　
〓
詮
変
秘
盆

二
九
四
～

一
四
八

一
）
の
頂
相
が
あ
る
。
曲
象
に
着
座
し
た
全
身
の
背
景

に
、
梅
花
の
施
さ
れ
た
構
図
で
あ
る
。
大
応

・
大
燈
両
国
師
以
来
の
法
嗣

を
誇
る
大
徳
寺
系
の
祖
師
、
虚
堂
智
愚
の
頂
相
を
、
全
面
的
に
模
倣
し
た

と
さ
れ
る
そ
の
肖
像
に
は
、
次
の
如
き
自
賛
が
認
め
ら
れ
る
。

貧
病
老
衰
画
舎
居
　
　
貧
病
老
衰
山
舎
の
居

前
村
梅
碩
興
何
虚
　
　
一Ш
何
の
梅
頭
興
何
ぞ
虚
し
き

佳
名
但
願
発
身
後

　

佳
名
但
だ
願
ふ
発
身
の
後

和
靖
家
無
封
禅
書
一　
　
和
靖
が
家
に
無
し
封
禅
書

「睦
室
宗
陳
侍
者
図
余
睡
質
、
需
賛
語
、
野
詩

一
章
題
以
塞
讃

ム
」
と
附

記
さ
れ
た
こ
の
七
絶
は
、
署
名
に
よ
り
、
応
永
二
年

（
一
四
六
八
）
閏
十

月
、　
一
体
齢
七
十
五
、
晩
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
体
の
愛

弟
子
で
あ
り
、

『狂
雲
集
』
に
も
そ
の
名
の
見
え
る
、
睦
室
宗
陳
侍
者
の

所
望
に
応
し
た
と
い
う
自
賛
の
詩
旬
に
は
、
梅
花
図
に
ふ
さ
わ
し
く
、

中

本

大

「山
居
」

「梅
頭
」

「佳
名
」
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
梅
花
へ
の
連
想
を
収
散
さ
せ
る
べ
き
役
割
を
為
す
の
が
、
結
句

の

「和
靖
」
、
即
ち
宋
代
の
詩
人
、
林
和
靖
な
の
で
あ
る
。

一
体
に
は
、
こ
の
画
像
の
他
に
も
、
何
点
か
の
墨
樫
回
が
あ
り
、
賛
詩

が
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
表
現
に
は
、
林
和
靖
詩
の
影
響
を
受

け
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、　
理
笙
雲
集
』
所
収
の
、
彩
し
い

数
の
梅
花
詠

・
林
適
賛
を
取
り
上
げ
、
一
体
の
詠
法
の
特
質
を
考
察
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

一

和
靖
先
生
、
林
適
は
、
北
宋
初
期
の
隠
逸
の
詩
人
で
あ
る
。
景
勝
の
地

西
湖
の
小
島
、
孤
山
に
産
を
結
ん
だ
た
め
、
西
湖
虚
士
と
も
統
し
た
。
詠

梅
詩
に
秀
れ
、
そ
の
七
律

「山
園
小
梅
」
詩
は
広
く
賞
賛
さ
れ
た
。
そ
の

代
表
作
を
あ
げ
て
お
く
。

衆
芳
揺
落
獨
揮
妍
　
　
占
断
風
情
向
小
園
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露

套

　

‥

一穏
憲
饉
下
先
倫
眼
　
　
粉
蝶
如
知
合
爵
鳳
″

幸
有
微
吟
可
相
押
　
　
不
須
檀
板
興
金
尊

詩
中
、
と
く
に
頷
聯
の
両
句
に
は
、
爾
来
、
実
に
多
く
の
大
家
が
誘
慕

さ
れ
る
所
と
な
る
。
文
忠
公

。
欧
陽
修
が
激
賞
し
た
の
を
始
め

（
『帰
田

録
』
）
、
元
祐
党
派
の
宰
相
、

『資
治
通
鑑
』
を
完
成
さ
せ
た
司
馬
光
も
、

曲
蓋
梅
之
値
態

（
『温
公
籍
詳
話
菫
）

と
賞
賛
の
声
を
惜
し
ま
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
、
本
国
禅
林
に

最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
蘇
東
城

・
黄
山
谷
の
二
大
詩
家
の
評
価
で
あ

る
。
南
宋
の
許
領
の

『彦
周
詩
話
』
で
は
、　
一
聯
を
引
用
し
て
い
う
。

大
凡
和
靖
集
中
、
梅
詩
最
好
ヽ
梅
花
詩
中
此
雨
句
尤
奇
麗
。
東
披
和

少
海
梅
詩
云
、

「西
湖
慮
士
骨
應
稿
、
只
有
此
詩
君
墜
倒
」
僕
意
東

城
亦
有
微
意
也
。
然
和
靖
詩
属
封
清
切
…
以
下
略
…

准
海
居
士
、
秦
観

（少
海
）
に
和
し
た
そ
の
内
容
か
ら
、
東
波
が
、
和
靖

詩
に
強
く
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
、
更
に
、
和
靖
詩
を
東
崚
詩
に
比
し
て
、

そ
の
詩
の
属
対
清
切
な
る
こ
と
を
評
述
し
て
い
る
。

一
方
、
黄
山
谷
は
、
和
靖
の
対
句
を
手
離
Ｌ
で
賞
嘆
し
な
い
。

『山
谷

一詞
』
に
い
う
。

繋

量

言

　　　　「暑

麓

ヽ
言

」

之
句
、
而
不
知
和
靖
別
有
詠
梅

一
聯
云
、

『雪
後
園
林
織
半
樹
、
水

邊
罐
落
忽
横
枝
』
一燃
壼
則
梨

不
知
文
忠
何
縁
棄
此
而
賞
彼
。
文
章

大
概
亦
如
女
色
、
好
悪
只
繋
於
人
…
以
下
略
…

欧
陽
修
以
降
、
人
口
に
謄
灸
し
た

「疎
影

・
暗
香
」
の
一
聯
以
上
に
、
異

な
る

「梅
花
」
詩
の
対
句
、

一戻

―

　
　
言

の
品
格
を
尊
じ
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
評
論
も
、
和
靖

の
一
聯
が
、

「脂
実
天
下
三
百
年
」

（周
紫
芝
著

フ
ユ
墾
菱
話
』
）
と
、

評
価
の
確
定
し
た
中
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
谷
の
論
評
は
、
魏
慶
芝
編
の

『詩
人
玉
屑
』

・―こ
も
収
あ
ら
れ
る
。
東

波
詩
に
ふ
れ
た

『許
彦
周
詩
話
』
と
共
に
、
本
国
叢
林
に
も
た
ら
さ
れ
、

五
山
の
詩
壇
で
も
、
定
着
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。　
一
体
か
ら
、
時
代
を

下
る
こ
と
お
よ
そ

一
世
紀
、
中
世
五
山
の
最
末
期
に
三
度
の
入
明
歴
を
有

す
、
策
彦
周
良

（
一
五
〇

一
～

一
五
七
九
）
の
述
と
さ
れ
る

コ
鶴
型
集
』

で
は
、
そ
の
冒
頭
で
和
靖
詩
に
ふ
れ
て
云
う
。

水
影
月
香
ノ
句
上
ム
ハ
。
和
靖
先
生
林
適
力
梅
花
ノ
詩
二
。
疎
影
横

斜
水
清
湊
。
暗
香
浮
動
月
黄
昏
ノ
句
フ
作
タ
ソ
。
此
詩
ヲ
香
影

一
聯

ト
モ
云
ソ
。

本
国
で
、
和
靖
の
詩
句
が
、
い
か
に
広
く
詩
作
に
参
照
さ
れ
た
か
を
示
唆

す
る
実
例
と
な
る
だ
ろ
う
。

和
靖
詩
の
本
国
で
の
定
着
は
、
唐
上
の
詩
話

・
詩
論
の
み
に
よ
る
の
で

は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
、
画
題
と
し
て
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
大

き
い
。尋

人
玉
屑
』
巻
之
十
七
、
一由
湖
虎
士
の
項
で
は
、
前
掲
、
山
谷
の
評

論
に
次
い
で

『祭
寛
夫
詩
話
』
を
抜
粋
す
る
。
文
中
、
香
影

一
聯
を

「誠

為
警
絶
」
と
賞
し
た
後
、

―-35-



唐
人
多
摘
句
為
固
、
蓋
以
此
。

と
述
べ
る
如
く
、
画
題
と
し
て
も
最
適
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
扶
桑
禅
林
の
両
雄
、
義
堂
周
信

・
絶
海
中
津
に
も
既
に
親
し
い
も

の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
幾
例
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
各

一

首
ず
つ
あ
げ
て
お
く
。

題
一量
面
　
　
　
　
　
　
・義
堂
周
信

上
罫
回
由
細
讐
房
堡
大
　
　
昔
霞
百
星
卜
各
認
塁
肩

不
知
疎
影
暗
香
外
　
　
添
得
梅
花
詩
幾
聯

（
『空
華
集
』
）

題
梅
花
野
強
蘭
］　
　
　
絶
海
中
津

淡
月
疎
梅
埜
水
湾
　
　
　
何
人
注
意
篤
荒
寒

一
枝
影
痩
清
波
Ｉ
一　
　
　
應
是
孤
山
雪
後
看

（
『蕉
堅
稿
』
）

義
堂
の
便
面
へ
の
賛
は
、
雪
後
の
西
湖
の
風
景
に
立
つ
吟
客
を
、
和
靖
詩

の
世
界
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。　
〓
夜

絶
海
の
七
絶
は
、
寒
中
に
痩
損

す
る
梅
木
の
様
を
吟
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
五
山
詩
壇
の
先
達
者
に
導
か
れ
、
梅
花
詠
が
、
禅
林
で
最
も

愛
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
状
況
は
、
希
世
霊
彦

（
一
四
〇
四
～

一
四
八
八
）

の
次
の
七
絶
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

扇
面

玉
局
誰
何
月
黒
時
　
　
玉
局
誰
か
何
ん
せ
ん
月
の
黒
き
時

適
仙
得
意
忽
横
枝
　
　
適
仙
意
を
得
た
り
忽
ち
横
板

近
乗
句
法
君
知
否
　
　
近
来
の
句
法
君
知
る
や
否
や

不
賦
梅
花
不
是
詩
　
　
梅
花
を
賦
さ
ざ
れ
ば
是
れ
詩
に
あ
ら
ず

軍
司
否
置
　
軍
■
毒
国

に
収
め
ら
れ
た
こ
の
画
賛
は
、
応
永
二
十
年
、

希
世
二
十
歳
の
作
と
さ
れ
る
。
世
代
を
ほ
ほ
同
じ
く
す
る

一
体
は
三
十
歳
、

義
堂
ら
の
次
世
代
た
る
、
江
西
龍
派

。
心
田
清
播
ら
が
詩
壇
の
中
枢
に
あ

っ
た
時
期
で
あ
る
。
当
時
、
梅
花
を
吟
じ
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
味

を
有
し
て
い
た
か
を
物
語
る
、
興
味
深
い
事
例
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
時

勢
を
鑑
み
れ
ば
、　
一
体
の
数
多
の
詠
梅
詩
も
、
時
代
の
必
然
の
中
に
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

二

『狂
雲
集
』
中
の
一
体
の
梅
花
詠
は
二
十
首
余
、
和
靖
賛
は
十
首
以
上

に
も
の
ぼ
る
。
そ
し
て
そ
の
大
部
分
は
、　
コ
耐
和
線
範
』
の
記
述
に
見
ら

れ
る
梅
妻
鶴
子
の
故
事
及
び
、
香
影

一
聯
に
よ
っ
た
類
型
的
な
句
法
で
あ

る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
習
作
的
と
す
ら
い
え
よ
う
。　
一
体
は
こ
う
し

た
表
現
を
、
初
学
の
段
階
で
、
唐
二
の
詩
作
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
強
く
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
．れ
る
も
の
の
一
つ
に
、

コ
選
集
』

コ
廼
糎
集
』
の
二
集
が
あ
る
。

コ
選
集
』
は
江
西
龍
派
、　
コ
碧
理
置

は
瑞
厳
龍
捏
及
び
江
西
の
俗

弟
で
あ
り
、
且
つ
一
体
の
詩
匠
で
あ
っ
た
慕
哲
龍
攀
の
手
に
な
る
初
学
者

の
た
め
の
選
集
で
あ
る
。
編
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
も
、
江
西
の
庵
舎
の
あ
っ

た
建
仁
寺
霊
泉
院
を
中
心
に
、
当
時
広
く
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

両
書
は
、
供
し
て
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
詩
数
が
編
ご

―-36-―



と
に
千
余
首
に
の
ぼ
る
大
部
で
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
、
撰
録
詩
人
は
、
中

唐
か
ら
宋

上
西
二
代
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
等
、
そ
の
概
要
が

国
霊
配
塁

跛
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
先
達
の
指
摘
さ
れ
る
と
お
り

で
あ
る
。

近
有
新
編
新
選
二
集
。
而
出
目
中
唐
至
元
季
。
毎
篇
千
餘
首
“
童
蒙

者
往
往
倦
背
誦
。
余
暇
日
采
撫
。
為
三
百
二
十
八
篇
。
又
自
書
以
興

一
〓
二
軍
人
７
壺
翌
乙
。
」昼
毒
鴛
刈
自
鑑
訳
首
〓
本
ラ
芳
負
ム
。

唐
正
丙
子
林
鐘
十
月
七
日

前
建
仁
天
隠
３
藉
還
雲
弓

右
の
一
文
に
よ
り
、
天
隠
龍
澤
編
の

コ
理
配
曇

は
、　
コ
裂
Ｔ

新
選
』

二
集
の
抄
出
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

今
、
こ
の
両
供
書
の
外
郭
を
辿
る
べ
く
、　
国
理
配
曇

を
籍
く
と
、　
一

体
詩
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
笙
≡
語
集
』
に
、

「孤
山
和
靖
固
」
と
い
う
画
題
詩
が
あ
る
。

ｉ

喜

　
　
ｉ

喜

世
上
遊
人
線
不
来
　
　
世
上
の
遊
人
線
に
来
ら
ず

秀
句
塞
墜
詩
幾
許
　
　
秀
句
塞
墜
詩
幾
許
ぞ

一
生
只
是

一
心
梅
　
　
一
生
只
是
れ

一
心
梅

こ
の
七
絶
は
、
転
旬
の
詞
章
が
眼
日
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
蘇
東
製
の

『病
中
大
雪
数
日
云
々
』
詩
の
以
下
の
二
聯
に
典
故
し
た
も
の
で
あ
る
。

有
客
獨
苦
吟

　

清
夜
黙
自
課

詩
人
例
窮
獲

　

秀
句
出
寒
餓

「秀
句
寒
峨
」
は
、

『狂
雲
集
』
中
の
他
の
詩
作
に
も
用
い
ら
れ
る
、　
一

休
の
好
ん
だ
詩
語
の
一
つ
で
あ
っ
た
。　
一
体
は
こ
こ
で
、
滝
塵
に
汚
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
、
遊
賞
も
せ
ず
、
清
夜
に
も
苦
吟
を
課
し
た
東
波
の
姿
を
、

和
靖
に
投
影
す
る
。
そ
し
て
結
句
で
、
生
涯

一
心
に
梅
花
を
賞
Ｕ
続
け
る

和
靖
の
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
詩
情
に
共
感
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

見
み
る
と
、
こ
の
七
絶
は
、
和
靖
詩
の
世
界
に
新
た
な
風
景
を
付
加
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
情
景
は
、　
一
体
に
と
っ
て
既
に
馴
じ
み
深
い
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。　
国
習
配
曇

一冨
鼎
弐

僧
希
曳
作
の

「和
靖
雪
後
看
梅

日

詩
に
い
う
。

破
暁
湖
山
入
査
蒔

　

短
筵
揺
雪
傍
疎
離

一
心
只
在
梅
花
上

　

凍
損
吟
身
也
不
知

暁
方
の
孤
山
、
雪
深
い
苫
屋
を
出
て
、
疎
能
に
沿
う
梅
花
を

一
心
に
吟
じ
ヽ

身
の
損
傷
す
る
和
靖
の
姿
を
描
い
た
こ
の
画
題
は
、

「和
靖
凍
吟
□
匡
と

し
て

『新
選
集
』
に
よ
り
人
口
に
胎
実
し
て
い
た
こ
と
が
、
策
原
の

『重

測
集
』
の
記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
。

和
路
浸
碕
画
下
云
ハ
。
来
震
讐
昇
蒔
分
三
凍
吟
シ
タ
ソ
。
好
事
ノ
者

エ
ニ
カ
イ
テ
世
二
博
ソ
。
新
選
集
二
和
喧
雪
像
電
画
回
ノ
詩
二
。

一

心
唯
在
梅
花
上
凍
損
吟
身
也
不
知
卜
云
句
力
有
ソ
。

一
体
詩
の
結
句
、　
コ

生
只
是

一
心
梅
」
は
、
希
曳
詩

「
一
心
只
在
梅
花

上
」
に
よ
っ
た
も
の
、

「秀
句
寒
峨
」
も

「凍
損
吟
身
」
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
。

一
体
詩
へ
の

『錦
繍
段
』
、
即
ち

フ
璽
遷
二
租
編
集
』
の
影
響
は
こ
の

一
例
に
留
ま
ら
な
い
。　
一
体
の
描
く
孤
山
の
風
景
の
多
く
は
、
既
に
唐
土
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の
梅
花
詩
に
よ
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。　
一
体

「和
靖
梅

下
居
」
連
作
第
五
首
は
、
孤
山
の
風
俗
を
描
く
。

愛
鶴
横
琴
無
客
末
　
　
鶴
を
愛
し
琴
を
横
た
へ
客
の
来
た
る
無
し

一馴
村
量
露
潟
青
苔

　

一型
可
の
風
露
青
苔
を
潟
ほ
す

宋
朝
厚
緑
線
閑
事
　
　
宋
朝
の
厚
隷
線
に
閑
事

換
得
孤
山
千
樹
梅
一　
　
換

へ
得
た
り
孤
山
千
樹
の
梅

起

。
承
句
は
、
葉
介
老
の
画
題
詩

「和
靖
索
句
固
」
の
次
の
詩
旬
に
よ
る
。

苦
曇
墨
脅
云
耳
補
石
置
い
　
　
書
需
墜
塁
鶴
ホ
雀
毬
保

室
町
後
期
の
学
僧

・
月
舟
寿
桂

（～

一
五
三
一３

は
、
そ
の
講
説
書

『錦

繍
段
抄
』
で
両
句
を
、

和
靖
力
居
虎
ノ
催
ハ
葉
ソ
苔
ソ
満
漏
テ
ア
ル
ソ
。
童
鶴
モ
凄
涼
ト
シ

テ
塵
俗
ノ
外
ニ
ア
ル
カ
如
ク
也
。

と
注
記
す
る
。

「枯
葉
に
青
苔
」
が
、
孤
山
の
度
を
描
写
す
る
定
型
表
現

と
な
っ
て
い
た
。
前
掲

「孤
山
和
靖
固
」
詩
、
起
句

「雅
筵
荒
蝉
又
青
苔
」

も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、　
一
体

「孤
山
和
靖
固
」
連
作
の
第
二
首
に
い
う
。

新
星
垣
堡

薬
粧

　

暫
星
還
堡

柔
の
粧
ひ

寒
窓
吟
罷
五
更
霜
　
　
寒^
窓
吟
じ
罷
む
五
更
の
霜

在

一輩
袋
呻非
無
意
　
　
在

九
語
無
し
意
無
き
に
非
ず

春
八
孤
山
塵
亦
香

　

春
孤
山
に
入
り
て
塵
百
亦
香
し

起
句
、
美
し
く
清
ら
か
な
新
月
の
夜
に
映
え
る

一
枝
の
梅
の
艶
な
る
様
は
、

承
句
に
よ
り
、
窓
か
ら
の
光
景
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
転
句
、
詩
作

を
終
え
、
五
更
を
知
り
得
る
の
は
、
移
ろ
う
月
光
に
転
ず
る
梅
花
の
影
を

更
点
、
時
計
が
わ
り
に
用
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
解
釈
が
成
り
立
つ
の
は
、
こ
の
七
絶
が
、
や
は
り

『錦
繍
段
』

所
収
の
趙
紫
芝

「吟
宙
」
詩
の
情
景
に
拠
る
か
ら
で
あ
る
。
趙
詩
些
不
つ
。

獨
坐
吟
残
幾
度
春
　
　
小
宙
元
不
受
塵
昏

夜
深
村
落
無
更
鮎

　

只
把
梅
花
記
月
痕

月
舟

『錦
繍
段
抄
』
も
転

・
結
句
を
、

村
落
ノ
イ
ヤ
シ
イ
虎
ナ
レ
ハ
更
点
ナ
ン
ト
モ
ナ
イ
程
二
此
宙
ハ
ア
ソ

コ
コ
ヽ
破
ツ
。
月
ノ
痕
能
ミ
ユ
ル
程
二
梅
華
ノ
影
ノ
縛
ス
ル
虎
テ
。

夜
ノ
時
節
ヲ
何
時
テ
ア
ル
ソ
ト
知
ソ
。

と
解
説
す
る
。　
一
体
詩
の
み
で
は
、
出
に
く
い
解
釈
で
あ
る
。

一
体
詩
、
結
句
は
、
趙
詩
の
転
句
に
拠
る
。
苫
屋
の

「塵
昏
に
汚
さ
れ

な
い
清
潔
な
窓
」
を
、　
一
体
は
、

「も
し
孤
山
で
あ
れ
ば
、
飛
散
す
る
塵

ま
で
も
、
梅
花
の
清
香
に
よ
っ
て
香
し
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
や
は

り
趙
詩
を
踏
襲
し
た
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、　
一
体
詩
の
眼
目
が
更
に
広
が

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、　
一
体
は
定
型
化
さ
れ
た
水
墨
画
の
中
の
風
景
と
人
物
に
、

心
情
を
汲
み
入
れ
る
こ
と
を
、
こ
う
し
た
詩
作
を
換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
で

学
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三

『錦
翡
翻
奮

所
収
詩
、
即
ち
江
西
や
慕
哲
ら
が
集
め
た
詩
家
の
作
が
、

一
体
の
梅
花
詠

。
和
靖
像
形
成
の
一
翼
を
担

っ
て
い
た
こ
と
は
、　
一
体
の
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詩
作
を
考
察
す
る
上
で
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
、
前
掲
、
希
世
霊
彦
詩

の
詞
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
注
目
す
べ
き
梅
花
詩
の
尊
重
や
、　
冒
讐
至
四

集
』
中
、
他
の
詩
題
を
圧
し
て
多
い
和
靖
替
な
ど
、
五
山
詩
壇
で
こ
の
よ

う
な
流
行
を
促
し
た
積
極
的
な
契
機
が
、
今

一
つ
想
定
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ

う
”
そ
う
し
た
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
、
次
に

国
擢
曇
弾
国

の

影
響
を
考
え
て
い
き
た
い
。

一石
代
、
干
済
の
撰
に
な
る

『唐
乗
千
家
聯
珠
詩
格
』
は
、
唐
宋
の
作
家

の
七
絶
ば
か
り
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
杜
甫

・
李
自
の
大
家
か
ら
、
伝

記
未
詳
の
群
小
詩
人
の
作
ま
で
掲
載
し
た
様
は
、
雑
然
と
も
形
容
じ
得
る

ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
性
格
を
見
る
に
、
収
録
を
七
絶
の
み
に
限
定
し
、
実

際
の
詩
作
の
範
型
と
し
て
の
意
義
の
大
き
い
点
、
詩
作
を
分
類
整
理
し
て

集
成
し
て
い
る
点
な
ど
は
、　
国
襄
配
晉

の
性
格
と
も
相
通
じ
る
所
も
あ

る
。
ま
た
、

「
墨
〓
隼
釜
歌
と

に
収
め
ら
れ
た
王
蒲
碕

・
許
子
文
等
の

別
集
の
伝
わ
ら
な
い
、
伝
未
詳
の
作
家
の
作
品
を
も
網
羅
し
て
お
り
、
出

典
と
な
っ
た
可
能
性
を
も
有
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
他
、
義
堂
以
降
、

中
世
禅
林
で
こ
の
詩
学
書
の
広
く
流
布
し
て
い
た
状
況
は
、
芳
賀
幸
四
郎

氏
の

『中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
に
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
五
山
詩
壇
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た

コ
駆
杯
議
脩
』

の
、
内
容
面
で
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
、
梅
花
詠
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
劉
後
村
、
荼
正
孫
、
方
秋
崖

と
い
っ
た
比
較
的
名
の
知
ら
れ
た
詩
人
か
ら
、
他
の
選
集
類
に
名
の
見
え

ぬ
、
馴
じ
み
の
な
い
作
家
ま
で
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
更
に
そ
の

詠
法
を
見
る
と
、
西
湖
の
風
景
、
即
ち
孤
山
の
和
靖
先
生
に
言
及
さ
れ
る

も
の
も
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
例
を

二
首
あ
げ
て
お
く
。

梅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徐
抱
獨

孤
山
虚
士
風
流
遠

　

招
得
梅
花
枝
上
魂

疎
影
暗
香
猶
昨
日
　
　
不
知
人
世
幾
黄
昏

水
墨
梅
　
　
　
　
　
　
　
陳
簡
齋

宣
軍
日
留
害
詩

　

年
年
臨
水
看
幽
姿

‥

　

盤

科

奪

一
体
の
詩
作
も
、
こ
の
選
集
か
ら
発
想
を
得
る
と
こ
ろ
少
な
く
な
い
。

『狂
雲
詩
集
』
に
、

「和
靖
夜
坐
固
」
連
作
二
首
が
あ
る
。

夜
巫
閑
吟
寂
真
時

　

夜
巫
閑
吟
寂
真
の
時

鎖
築
紙
帳
獨
題
詩

　

鎮
集
紙
帳
獨
り
詩
を
題
す

楊
花
何
虎
春
雪
熟
一　
　
楊
花
何
慮
か
春
雪
熟
す

月
満
寒
梅
雪

一
枝
　
　
月
は
滞
つ
寒
梅
雪

一
枝

成
平
隠
士
養
難
蔵
　
　
成
平
の
隠
士
碁
れ
蔵
し
難
し

樹
樹
梅
花
春
興
長
　
　
樹
樹
種
花
春
興
長
し

無
酒
吟
魂
夢
猶
冷

　

酒
無
く
吟
魂
夢
猶
冷
ま
し

風
濃
残
暁
満
頭
霜

　

風
濃
残
暁
満
頭
の
霜

右
の
画
題
に
よ
る
詩
作
は
、
管
見
に
ふ
れ
得
た
か
ぎ
り
、
他
の
五
山
僧
の

詩
集
に
は
見
出
せ
な
い
。
灯
火
に
向
か

っ
て
一
人
詩
作
に
耽
け
る
姿
は
、

あ
る
い
は
前
掲

『錦
繍
段
』
中
の
葉
介
老

「和
靖
索
句
固
」
と
契
機
を
同



じ
く
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
尚

風
２
至
討
格
』
の
影
響
を
無
視

で
き
な
い
の
は
、

「夜
中
夢
療
ま
ま
な
ら
ず
、
小
窓
の
机
辺
に
坐
し
て
書

な
ど
を
開
く
」
と
い
う
光
景
を
描
い
た
詩
が
、
こ
の
集
に
実
に
多
く
み
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

父
兄
誨
我
髪
牽
初
　
　
老
不
成
名
費
髪
疎

抵

聾

葉

星

晨

　

菱

基

諏

雀

壽

（馨

　
「奪

」
）

右
は
劉
後
村
の
作
。
後
村
の

「紙
帳
銭
薬
風
雪
夜
」
は
、
名
利

・
出
世
を

目
し
て
の
克
苦
勉
励
の
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
老
い
て
未
だ
名
成
ら
ず
、

自
髪
の
み
を
ふ
や
し
て
い
く
身
は
、
名
誉
を
諦
め
る
こ
と
叶
わ
ず
、
夢
中

に
も
浮
か
ぶ
の
は
壮
強
な
頃
の
姿
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
類
似
し
た
詩
句

・
光
景
を
用
い
な
が
ら
、　
一
体
詩
の
和

靖
は
、
ひ
た
す
ら
春
待
つ
梅
花
を
吟
じ
る
の
み
で
あ
る
。
和
靖
の
心
が
そ

れ
以
外
に
な
い
こ
と
を
、
二
首
日
の
末
二
句
が
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

幸
い
に
微
吟
の
相
押

（な
）
る
可
き
有
り

　

須
ひ
ず
檀
板
と
金
尊

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「山
園
小
梅
」
）

と
し
た
和
靖
の
冷
徹
な
ま
で
の
清
標
さ
、
そ
れ
は
風
に
さ
ら
さ
れ
、
凍
損

し
た
己
の
姿
が
物
語

っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
名
利

に
走
る
姿
は
未
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

一
体
は
、
そ
の
最
も
効
果
的
な
対

照
を
示
す
た
め
、
劉
詩
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

更
に
詩
例
を
あ
げ
る
。

瑳

を

　
　
言

起
傍
梅
花
語
周
易
一　
　
一
窓
明
月
四
籐
聟

翁
奮
山

房
皇

）

選

琵

雀

喜

彙

　

雛

積

乖

企

泄

閑
坐
小
窓
讀
周
易
　
　
不
知
春
去
巳
多
時

（墓
晋
田
ヨ
裏
ど

）

一
床
玉
雪
螢
無
瑕
　
　
遺
有
生
香
鼎
有
茶

撃

‥

　
　
言

斃

（馨

　　「橿

）

こ
の
三
首
は
、

「讀
周
易
字
格
」
に
収
め
ら
れ
る
。
夜
半
に
閑
坐
じ
書
を

閲
す
姿
は
、
春
月
夜
の
花
と
共
に
賦
さ
れ
る
こ
と
、　
一
体
詩
に
通
じ
て
い

る
。
二
首
目
の
み
が
楊
花
で
、
晩
春
を
示
す
。　
一
体
詩
に
も
、
暮
春
の
楊

花
の
景
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

坐
到
心
清
有
妙
香

　

蒲
□
紙
帳
任
更
長

閉
門
不
受
庭
前
月
　
　
分
付
梅
花
自
主
張

（矮

一
「再

」
）

起
句
の
清
香
は
、
梅
花
の
薫
香
で
あ
る
こ
と
、
結
句
よ
り
知
ら
れ
る
。　
一

体

耐
綺
霜
靖
固
」
に
い
う
。

寂
藁
孤
山

一
老
儒
　
　
・寂
真
た
る
孤
山
の

一
老
儒

吟
身
自
髪
興
梅
痩
　
　
吟
身
白
髪
梅
と
と
も
に
痩
す

先
生
春
興
薇
然
面

　

先
生
春
興
薇
然
た
る
面

千
轟
簿
異
富
堕
菫
国

　

千
聾
璽
裏
品
Ｅ
滞
つ

苦
吟
の
表
情
は

一
体
詩
の
一
下

三
旬
に
よ
り
詳
し
い
。
承
句
、

「興
梅
痩
」

は
、
用
學
字
格
、
鐘
梅
心

「客
中
」
詩
の

「梅
花
痩
蓋
相
思
苦
」
に
よ
る
。

結
句
、

「千
歳
清
香
」
は
、

「
心
清
」
故
の

「妙
香
」
で
あ
る
こ
と
、
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「苦
吟
」
詩
で
明
ら
か
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、　
一
体

「和
靖
夜
坐
□
」
詩
は
、　
認
擢
裟
顕
〓

所
収
詩
の

表
す
る
情
景
が
ら
、
閑
坐
、
春
興
、
苦
吟
、
清
香
、
寂
真
と
い
っ
た
観
念

を
描
出
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

風
２
曇
夏
国

の
、　
一
体
詩
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
更
に
詩
例
を

あ
げ
て
考
察
す
る
。

一
体

「査
梅
」
詩
は
、
や
は
り
孤
山
の
林
適
に
一言
及
し
た
七
絶
で
あ
る
。

査
画
横
斜
吟
裏
腸
一　
　
査
百
出
す
横
斜
吟
裏
の
腸

孤
山
風
月
在
扶
桑

　

孤
山
の
風
月
扶
桑
に
在
り

先
生
可
悔
千
秋
巻
　
　
先
生
悔
ゆ
べ
し
千
秋
の
碁

猶
有
梅
花
渡
海
香
一　
　
猶
梅
花
の
海
を
渡
り
香
し
き
有
り

注
目
す
べ
き
は
転
句
で
あ
る
。

「咸
平
隠
士
誉
難
蔵
」

（
コ
想
里
繹
螢

固
」
）

「芳
声
未
朽
風
流
士
」

（
「和
靖
梅
下
居
」
）
と
、
そ
の
誉
れ
の

語
り
継
が
れ
る
こ
と
を
賞
で
る
詩
句
を
連
ね
て
き
た
一
体
に
は
、
珍
し
い

逆
説
的
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
表
現
も

一
体
独
自
の
も
の
で
は

な
い
。　
風
擢
磐
躍
〓

用
杢
７
贅

張
蒙
泉

「孤
山
」
詩
に
そ
の
発
想
が

見
え
る
。

花
向
疎
時
香
更
清

　

口
孵
維
下
了
平
生

牛
生
杏
最
笏
著

　

却
驚
績
花
引
得
名

転

・
結
句
、

「茂
陵
他
日
遺
稿
を
求
む
と
も
　
猶
ほ
喜
ぶ
曾
て
封
禅
の
書

無
き
を
」

（
「自
作
毒
堂
因
書

一
絶
以
志
之
」
詩
）
、　
ヨ
徊
の
徳
の
売
舜

に
如
か
ぎ
る
者
は
祭
る
能
は
ず
」

（
「宋
史
」
）
と
、
世
事
の
名
利
と
は

全
く
無
縁
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
和
靖
が
、
そ
の
愛
し
い
梅
花
の
た
め
に
、

逆
に
名
を
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
設
定
は
、
従
来
の
和
靖
賛
に
は
、

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

同
様
の
視
点
は
、

「用
誤
字
格
」
中
の
、
王
蒲
椅

「梅
花
」
詩
の
三
・

四
句
に
見
ら
れ
る
。

一企
家
型
塵
半
織
侵
　
　
″π
確
矛
含
目
甘
心

只
因
誤
識
林
和
靖
　
　
惹
得
詩
人
説
到
吟

こ
の
絶
句
は
、

『中
華
若
木
詩
抄
』
に
も
引
か
れ
、

常
ニ
ハ
林
和
靖
ニ
ヨ
リ
テ
梅
モ
芳
キ
フ
添
タ
ナ
ン
ト
ヽ
作
ル
ニ
、　
一

段
カ
ワ
リ
テ
和
靖
二
識
ラ
レ
テ
ヨ
リ
汚
ル
ヽ
卜
云
フ
心
二
作
リ
タ
ル

カ
妙
也

と
注
記
さ
れ
る
。
朝
倉
尚
氏
は
、
論
稿

「
『中
華
若
木
詩
抄
』
寸
見
―
―

編
纂
意
図
に
つ
い
て
―
―
」

（
『禅
学
研
究
』
第
六
五
号
、
昭
和
六

一
年
）

で
、
こ
の
詩
に
注
目
さ
れ
、

「本
朝
禅
僧
の
観
念
裡
に
は
、
特
に
梅
花
―

林
和
靖
―

「疎
影
横
斜
水
清
慶
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
佳
句
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ば
文
学
史
上
に
お
け
る
常
識
に
対
し
て
、
挑
戦
じ

て
い
る
。
そ
し
て
王
蒲
椅
の
詩
は
禅
僧
に
、
梅
に
限
ら
ず
、
詩
の
代
表
的

素
材
と
そ
れ
に
関
わ
る
逸
話

・
故
事
、
佳
句
が

「同
様
に
発
想
す
れ
ば
価

値
を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
、
模
範
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

一
体

は
、　
ア
墓
〓
隼
傘
駅
ど

の
著
者
で
あ
る
、
如
月
寿
印
の
指
摘
よ
り
早
く
、

『聯
珠
詩
格
』
に
よ
っ
て
価
値
の
転
換
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
価
値
の
転
換
は
、　
覆
薔
置

と
評
さ
れ
、
宋
代
詩
論
の
中
で
、
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度
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
詩
人
が

「赤
壁
詩
」
を
著
し
た
杜

牧
と
さ
れ
る
こ
と
、　
コ
耐
人
玉
屑
』
を
通
し
、
杜
牧
好
み
の
一
体
も
熟
知

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
評
論
を
よ
り
身
近
な
例
と
し
て
、
実

作
で
一小
し
た
の
が

国
鰹
沐
青
格
』
で
あ
っ
た
。　
〓
総
責

五
山
詩
僧
が
こ

ぞ
っ
て
推
費
Ｕ
、
作
詩
に
利
用
し
た
の
も
肯
け
る
所
で
あ
る
。

両
者
の

「梅
花
詠
」
の
関
係
は
、
当
然
筆
を
尽
く
し
得
て
い
な
い
。
最

後
に
詩
句
を
中
心
に
、
更
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
引
用
は
、　
雇
讐
墓
呵

集
』
の

「梅
」
詩
で
あ
る
。

萬
木
叢
中
獨
構
尊

　

萬
本
叢
中
獨
り
尊
じ
と
構
す

景

稽

場

　

景

零

場

仙
桃
深
慮
漁
人
路
．　
　
仙
桃
深
き
慮
漁
人
の
路

唯
有
梅
花
墜
不
言

　

唯
梅
花
有
れ
ど
咲
ひ
て
言
は
ず

承
句
、
和
靖
と
梅
花
の
一
体
化
は
、
類
型
表
現
で
あ
る
。

梅
花
因
果
如
何
受

　

虚
士
清
高
是
後
身

（部
愛
山

「梅
花
」
）

墳
草
年
年

一
度
春

　

梅
花
無
主
自
瓢
零

定
知
現
在
梅
花
上
　
　
只
有
春
風
喚
得
醒

（言

　　「曇

」
）

狂
吟
塁
回
梅
獲
讚
　

伯
有
詩
魂
畳
下
聴

（高
梅
谷

「孤
山
」
）

孤
山
虚
Ｉ
風
流
遠
　
　
招
得
梅
花
枝
上
魂

（徐
抱
獨

「梅
」
）

「清
高
」

「風
流
」
等
の
概
念
で
、
和
靖
と
梅
花
を

一
心
同
体
と
す
る

も
の
、
そ
の
後
身
、
生
れ
か
わ
り
と
見
る
も
の
等
、
和
靖
を
詠
む
場
合
の

定
型
と
な
っ
て
い
る
。

結
句
は
、
南
宋
四
大
詩
人
の
一
、
楊
成
齋
の

「松
馨
」
詩

（第
二
句
畳

字
格
所
収
）
の
起
句
、

「松
本
無
聾
風
亦
無
」
の
句
型
と

一
致
し
た
、　
一

体

「孤
山
和
靖
固
」
詩
転
句
、

花
元
無
語
非
無
意
　
　
花
は
元
語
無
け
れ
ど
意
無
き
に
非
ず

と
同
義
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
意
図
す
る
所
、
王
友
山

「老
梅
」
詩
の
三

・
四
句
に
接
近
し
て
い
る
。

人
来
只
道
梅
花
老
　
　
一不
道
梅
花
笑
老
人

六
十
の
春
を
迎
え
た
老
曳
が
、
老
梅
に
声
を
か
け
る
と
、
あ
た
か
も
微
笑

し
た
が
如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
、
ュ
ー
モ
ラ
ス
な
詞
章
で
あ
る
。

「咲
ひ

て
言
は
ず
」
は
、
禅
家
に
と
っ
て
、
当
然

「描
華
微
笑
」

（
『無
門
目
巴

第
六
則
）
の
公
案
が
想
起
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。　
一
体
は
、
和
靖
之
梅
花

に
、
釈
尊
と
頭
陀
第

一
た
る
摩
詞
迦
葉
尊
者
を
投
影
し
た
と
思
わ
れ
る
。

四

最
後
に
、　
一
体
の
孤
山
詩
で
、
和
靖
以
外
に
、
複
数
の
人
物
が
詠
ま
れ

て
い
る
も
の
を
ふ
れ
て
お
く
。

朝
岡
興
禎
の
著
に
な
る

『古
査
備
考
』
釈
門
部

。
一
体
宗
純
和
尚
の
項

に
は

「智
園
和
靖
夜
話
回
」
と
あ
り
、
賛
詩
を
記
し
て
い
る
。

月
浦
孤
山
残
暁
燈
　
　
月
孤
山
に
満
つ
残
暁
の
燈
　
　
　
　
　
，

光
明
遍
照
智
回
僧
一　
　
光
明
遍
照
智
回
僧
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西
方
誘
引
美
人
路
　
　
西
方
誘
引
す
美
人
の
路

指
繹
絵
雁
三
夜
氷

　

揺爆
挙
鳥
泥
三
夜
の
氷

智
回
の
伝
記
は
、
元
代
、
釈
念
常
撰

『佛
祖
歴
代
通
載
』
に
掲
載
さ
れ
る
。

中
庸
子
と
号
し
た
こ
と
が

『西
湖
高
僧
事
略
』
に
見
え
、
西
湖
、
孤
山
に

居
し
、
林
通
の
隣
友
と
な
り
、
詩
文
に
親
Ｌ
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「智
回
和
靖
夜
話
回
」
が

一
体
の
当
時
、
五
山
禅
林
で
既
に
定
着
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
絶
海
中
津

『蕉
堅
稿
』
収
録
の
次
の
画
題
詩
に

よ
り
確
認
さ
れ
る
。

題
査
梅

孤
山
曾
訪
中
庸
子
　
　
孤
山
曾
て
訪
う
中
庸
子

照
水
梅
花
慮
士
家

　

照
水
梅
花
慮
士
の
家

膵
使
不
偉
南
國
信

　

菌層
腫
べ
ず
歯
國
の
信

黄
昏
和
月
看
横
斜
一
　

黄
昏
月
に
和
し
横
斜
を
看
る

連
作
の
多
い
、　
一
体
の
梅
花
詩

・
和
靖
賛
に
あ
っ
て
、
中
庸
子

・
智
回

は
、
他
に
一
首
ヽ
賛
詩
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る

（群
書
類
従
本
に
は
収

め
ら
れ
な
い
）
。
某
か
の
要
請
に
よ
る
、
画
賛
詩
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

孤
山
を
詠
じ
た
詩
で
、
和
靖
以
外
の
人
物
に
言
及
し
た
例
と
し
て
、
次

の
七
絶
が
あ
る
。

”撃
山
天
需
習
暴
懇
々
　
　
　
ｍ
鷲
国
の
ギ
爺
皆
界
悠
々

唯
有
梅
花
無
客
遊
　
　
唯
梅
花
有
り
て
客
の
遊
ぶ
無
し

李
及
若
吟
香
影
月
　
　
李
及
若
し
香
影
の
月
を
吟
ず
れ
ば

飯
舟
自
集
亦
風
流
　
　
販
舟
自
集
亦
風
流

釈

山
和
靖
回
」
連
作
の
第
四
首
で
あ
る
。

転
句
、
李
及
は
、

「宋
史
」
列
伝
に
名
の
見
え
る
士
大
夫
で
あ
る
。
杭

州
に
あ
っ
た
時
、
宴
遊
に
加
わ
ら
ず
、
孤
山
に
赴
き
、
林
適
と
親
交
ｔ
清

談
し
た
と
い
う
。
結
旬
、

「自
集
」
は
自
氏
文
集
を
指
す
。
常
に
清
貧
に

甘
ん
し
た
李
及
は
、
市
に
て

「自
楽
天
集
」
の
み
を
購
い
、
常
に
携
え
て

い
た
と
い
う
伝
に
よ
る
。
和
靖
に
劣
ら
ず
資
質
清
介
ヽ
清
淡
の
生
涯
を
終

え
た
人
で
あ
っ
た
。

本
国
禅
林
で
は
、
元
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
、

「十
雪
詩
」

（成
立

契
機
は
惟
肖
得
厳

『東
海
理
華
集
』
所
収

「和
十
雪
詩
序
」
に
見
え
る
）

中
の
一
題

「李
及
郊
雪
」
の
詩
題
に
よ
り
親
し
ま
れ
た
。
惟
肖
を
は
じ
め
、

南
江
宗
一要

瑞
渓
周
鳳
ら
の
別
集
に
そ
の
詩
題
が
見
在
し
て
い
る
。
李
及

を
言
及
す
る
も
の
は
、
凡
そ
こ
の
詩
題
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
南
江

の

『漁
庵
小
桑
菖
に
は
、
興
味
深
い
七
絶
が
見
ら
れ
る
。

「讀
和
靖
詩
」

と
い
う
次
の
作
で
あ
る
。

成
壬
風
月
事
悠
々
　

成
平
の
風
月
事
悠
々

一
臥
湖
山
雪
満
頭
　
　
一
た
び
臥
す
湖
山
雪
漏
頭

李
及
未
知
香
影
句
　
　
李
及
未
だ
知
ら
ず
香
影
の
句

惟
携
自
集
上
婦
舟
　
　
惟
だ
自
集
を
携
し
て
婦
舟
に
上
る

三
・
四
句
が
、　
一
体
詩
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
執
れ
か
が
、
詩
句
を

踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
玉
村
竹
二
氏
は
、

『五
山
文
学

新
集
第
六
巻
』
南
江
宗
況
集
の
解
題
で
、　
一
体
と
南
江
の
遅
這
を
、
建
仁

寺
霊
泉
院
友
社
に
推
定
さ
れ
る
。
尊
重
す
べ
き
論
で
あ
る
。
両
者
が
共
通

の
テ
キ
ス
ト
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
江
集
の
別
本

―-43-―



で
あ
る
、　
コ
響
香
嬰
置

で
は
、
詩
題
を

製
堅
型
里
詩
』
と
作
し
て
い
る
。

談
じ
た
相
手
を
、　
一
休
と
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

し
か
し
、
そ
の
製
作
年
も
不
明
の
ハ
ス

一
一詩
の
関
係
を
こ
れ
以
上
指
摘

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。　
一
休
と
南
江
の
文
学
上
の
交
友
と
も
ど
も
、
今

後
の
考
察
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

結

一
体
の
梅
花
詩

・
和
靖
賛
に
つ
い
て
、
唐
上
の
詩
作
の
影
響
を
中
心
に

論
を
進
め
て
き
た
。
大
陸
文
学
の
受
容
の
点
で
、　
一
体
の
学
ん
だ
の
が
、

数
多
の
群
小
詩
人
の
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
を
要
す
る
。

南
宋
末
期
以
後
、
一石
代
に
か
け
て
、
唐
王
で
は
、
唐
宋
の
大
家
を
凌
駕

す
る
詩
人
を
輩
出
し
得
な
か
っ
た
こ
と
、
吉
川
幸
次
郎
氏
が

『宋
詩
概
説
』

で
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
詩
作
の
中
心
も
、
士
大
夫
か
ら
市
井
の

小
詩
人
へ
と
移

っ
て
い
っ
た
。
蓋
し
、
実
作
と
評
論

・
研
究
に
隔
差
が
生

じ
た
の
で
あ
る
。　
コ
霊
至
吋
格
』
に
負
う
と
こ
ろ
の
大
き
い
一
体
の
梅
花

詠
は
、
そ
う
し
た
文
壇
の
状
況
を
、
は
か
ら
ず
も
扶
桑
で
再
現
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
即
ち
、
東
崚
や
山
谷
が
賞
し
た
和
靖
詩
を
祖
述
す
る

一
方
ヽ

句
法
に
参
照
し
た
の
は
、
陸
醇
や
苑
石
湖
、
方
秋
崖
ら
の
別
集
で
も
な
く
、

初
学
向
き
と
も
さ
れ
る
選
集
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
国
禅
林
に
視
点
を
移
Ｌ
て
も
、
七
絶
の
偏
重
、
作
詩
の
質
の
低
下
、

講
説
の
重
視
等
の
弊
害
は
、　
一
体
の
み
な
ら
ず
、
応
永
年
間
以
降
、
五
山

詩
壇
全
体
が
抱
え
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
制
約
と
、
禅

林
で
の
梅
花
詩
流
行
と
い
う
趨
勢
の
中
、　
一
体
は
多
作
に
よ
り
、
作
詩
の

方
法
を
学
ん
で
い
っ
た
と
い
え
る
。

大
陸
文
学
の
享
受
史
の
中
に
一
休
を
位
置
付
け
た
場
合
、
そ
の
受
容
の

五
山
文
壇
に
拠
る
所
、
非
常
に
大
き
い
。
詩
題

・
詩
材
の
考
察
を
通
じ
、

享
受
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、　
一
休
像
解
明
の
上
で
、
看
過
し

得
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

〈付
記
〉

『狂
雲
集
』
本
文
は
、
続
群
書
類
従
本
に
拠

っ
た
。
尚
、
異

同
に
つ
い
て
は
、

「狂
雲
集
諸
本
の
校
合
に
つ
い
て
」

「考
異
狂
雲
集
」

（伊
藤
敏
子
氏
編
著

『大
和
文
華
』
四

一
号

。
昭
和
二
九
年
）
を
参
照
し

た
。
他
の
五
山
詩
僧
の
作
品
は
、

『五
山
文
学
全
集
』

（上
村
観
光
編
）

『五
山
文
学
新
集
』

（玉
村
竹
二
氏
編
）
に
よ
る
。

（言

一言

）


